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平
成
21
年
度 
飯
山
市
表
彰

市
長
の

悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
長　
石
田
正
人

　
関
田
山
脈
を
縦
貫
す
る
日
本
有
数
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る

信
越
ト
レ
イ
ル
。
山
岳
関
係
者
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
今
年
も
県

内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
心
を
癒
し

て
く
れ
る
森
、
歩
く
人
に
語
り
か
け
る
小
鳥
の
鳴
き
声
…
。
そ
ん

な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
信
越
ト
レ
イ
ル
を
、
私
も
先
日
、
自
分
の
足

で
歩
い
て
き
ま
し
た
。

　
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
皆
さ
ん
は
、
す
れ
違
う
た
び
に
声
を
掛
け
合

い
ま
す
。「
ど
こ
か
ら
来
た
ん
か
え
？
」
私
も
声
を
か
け
て
み
る

と
「
京
都
か
ら
来
ま
し
た
」
と
答
え
て
く
れ
た
の
は
定
年
を
過
ぎ

た
と
い
う
ご
夫
婦
。「
学
生
時
代
に
ス
キ
ー
で
戸
狩
へ
何
回
も
来

て
い
ま
し
た
。
私
達
は
そ
こ
で
知
り
合
い
結
婚
し
、
今
回
は
是
非

と
い
う
こ
と
で
来
た
ん
で
す
よ
。
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ス
な
の
で
、

次
回
は
友
達
も
誘
っ
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
次
に
出
会
っ
た
の
は
新
潟
県
長
岡
市
の
ご
夫
婦
。「
信
越
ト
レ

イ
ル
か
ら
日
本
海
や
佐
渡
ヶ
島
が
見
え
る
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。

今
日
は
霧
で
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
が
好
き
な
の
で
ま
た
来

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
て
鍋
倉
山
の
山
頂
を
目
指
し
て
登
っ

て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
時
、
ご
主
人
が
奥
さ
ん
に
向
か
っ

て
「
大
丈
夫
か
！
お
前
の
身
体
が
大
切
な
ん
だ
か
ら
無
理
し
な
く

て
い
い
ん
だ
ぞ
」
と
懸
命
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
自
然
の
山

の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
夫
婦
愛
が
見
ら
れ
る
。
自
然
の
森
は

言
葉
を
発
し
な
く
て
も
、
訪
れ
る
人
の
心
を
癒
し
元
気
を
与
え
て

く
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
先
人
が
私
達
に
残
し
て
く
れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
里
山
と
自
然

を
守
り
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
政
の
進
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
２
名
の
方
々
を
表
彰

　

市
で
は
毎
年
、
市
政
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
受
章
さ
れ
た
の
は
、

桑
原
定
男
さ
ん
と
長
谷
川
由
子

さ
ん
で
、
い
ず
れ
も
左
記
の
と

お
り
公
益
の
た
め
多
大
な
篤
志

寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

善
行
表
彰
の
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
ご
健
康
と
更
な

る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

※
今
回
は
受
章
の
お
二
人
の
体

調
が
す
ぐ
れ
ず
、
式
典
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

桑
原
定
男 

さ
ん
（
東
京
都
）

　
ご
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
飯

山
市
の
子
供
た
ち
の
教
育
の
た

め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
、一
億
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善
行
表
彰

長
谷
川
由
子 

さ
ん（
大
阪
府
）

　
長
谷
川
青
澄
作
の
日
本
画
作

品
３
点
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、

飯
山
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

桑原定男 さん

長谷川由子 さん

㊤桑原さんからの寄付を活用させていた
だき整備した岡山小学校のスクールバス
㊧長谷川さんから寄付いただいた3 点の
うちの1点「朝霧大原女」（平成 16 年作）

　
８
月
30
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
飯
山
市
開
票
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

飯
山
市
開
票
結
果

区 

分

有
権
者
数

投
票
者
数

投
票
率

男

９
６
４
４
人

７
５
８
１
人

78
・
61
％

女

１
万
５
９
３
人

７
８
３
１
人

73
・
93
％

計

２
万
２
３
７
人

１
万
５
４
１
２
人

76
・
16
％

※
右
記
有
権
者
数
は
、在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
を
含
め
た
も
の
で
す
。

※
投
票
者
数
は
小
選
挙
区
の
投
票
者
数
で
す
。

■
飯
山
市
開
票
状
況

■
飯
山
市
投
票
状
況

小
選
挙
区　
第
１
区

小
坂
け
ん
じ

６
４
７
９

横
田
基
文

９
５

山
口
の
り
ひ
さ

１
３
０
５

し
の
は
ら
孝

７
３
２
６

有
効
投
票
数

１
万
５
２
０
５

無
効
投
票
数

２
０
７

投
票
総
数

１
万
５
４
１
２

比
例
代
表

国
民
新
党

３
５
７

自
由
民
主
党

４
２
３
７

民
主
党

６
７
５
９

日
本
共
産
党

１
４
５
４

新
党
日
本

２
７
９

社
会
民
主
党

８
６
３

幸
福
実
現
党

８
７

公
明
党

９
６
７

有
効
投
票
数
１
万
５
０
０
３

無
効
投
票
数

３
９
９

投
票
総
数

１
万
５
４
０
２

 第 37 回
差別のない明るい飯山市を築く市民大会
10 月24日 ㊏   午後1時 30 分 開会
 会場：飯山市民会館 かまくらホール

■アトラクション　笹川太鼓
■講　演
　さまざまな「思い込み」から自分を解き放す
　　　ー  生きやすい社会をつくるために  ー
　・講　師　　斉藤　洋一 さん
　　（㈶信州農村開発史研究所　主任研究員）
■演　奏　山崎　浩さん、沼田秀美さん
■展　示　市内小中学校児童・生徒による
　　　　　　　　　人権啓発ポスター・作文等
主　催
　差別のない明るい飯山市を築く市民大会実行委
　員会、飯山市、飯山市教育委員会

（お問い合わせ）
市役所人権政策課　☎ 62―3111  内線 370

内　容

　今年で 37 回を数える市民大会が、開催されま
す。市民一人ひとりが地域で生きていくうえで、
お互いに尊重し理解しあうことの大切さを改めて
考える機会です。お誘いあわせのうえご参加くだ
さい。入場料は無料です。

　秋は活発にクマが活動する季節。こ
れからの時期はキノコ取りなどで山に
出かけたり、山に近い田畑で作業する
際は、クマの被害にあわないための注
意が必要です。
■まずは「クマに出会わない」ことが大切
　まずは、クマが人間の存在に気づくようにすること
が大切です。臭いや音には非常に敏感なので、藪の
中や沢の近く、天気が悪いときや見通しのきかない場
所などでは、鈴を鳴らしたりラジオの音を大きくする
などして積極的に自分の存在を知らせましょう。
■栗、クルミ、柿等の適切な処理を行う
　栗・クルミ・柿などを収穫しないでずっと木に残し
ておいたり、落ちた実を放置したりするとクマを呼び
寄せます。早めの収穫を行うか、可能であれば伐採
などの対応もお願いします。
■生ゴミ処理を適切に行う
　クマのエサになりうる生ゴミを放置しないようにし
ましょう。
■夕刻～早朝の外出に注意
　クマが盛んに行動する夕方・早朝など薄暗い時間帯
や夜間には、なるべく出歩かないようにしましょう。

クマの出没 にご注意を

　クマの目撃、クマによる農作物等の被害情報は
市役所農林課耕地林務係（☎ 62 － 3111　内線
265、266）までご連絡ください。


